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ま
ず
は
只
見
線
の
歴
史

を
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。

只
見
線
は
福
島
県
の
会
津

若
松
と
新
潟
県
の
小
出
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
建
設
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
路

線
で
あ
る
。

　

１
９
２
６
（
大
正
15
）

年
、
会
津
線
の
会
津
若
松

―
会
津
坂
下
間
が
開
業
。

そ
の
後
、
会
津
柳
津
、
会

津
宮
下
、
会
津
川
口
と

徐
々
に
延
伸
し
、
１
９
５

７
（
昭
和
32
）
年
に
は
田

子
倉
ダ
ム
建
設
の
た
め
の

専
用
鉄
道
と
し
て
、
会
津

川
口
―
只
見
間
で
列
車
の

運
行
が
始
ま
っ
た
。
同
区

間
は
１
９
６
３
（
昭
和

38
）
年
、
会
津
線
に
編
入

さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
小
出
を
起
点
と

す
る
只
見
線
は
、
１
９
４

２
（
昭
和
17
）
年
に
大
白

川
ま
で
開
業
。
１
９
７

１
（
昭
和
46
）
年
、
大
白

川
―
只
見
間
が
つ
な
が
り
、

奥
会
津
に
通
ず
る
２
本
の

支
線
は
、
全
長
１
３
５
㌔

の
只
見
線
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
な
お
、
只
見
線
よ

り
も
歴
史
が
古
い
会
津
線

の
名
称
は
、
西
若
松
―
会

津
滝
ノ
原
間
の
路
線
に
用

い
ら
れ
た
。

　

当
時
の
週
刊
誌
を
み
る

と
、
祝
賀
ム
ー
ド
一
色
と

な
っ
た
地
元
の
様
子
と
は

裏
腹
に
、「
大
赤
字
路
線

が
増
え
た
だ
け
の
国
鉄
は

渋
い
表
情
」
と
い
っ
た
現

実
的
な
記
述
も
。
小
出
は

田
中
角
栄
の
勢
力
圏
で
あ

り
、一
部
で
は「
採
算
度
外

視
の
政
治
路
線
」
と
揶
揄

す
る
声
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

事
実
、
只
見
線
は
惨
憺

た
る
状
況
が
続
き
、
不
通

区
間
の
会
津
川
口
―
只
見

間
の
輸
送
密
度
（
１
㌔
あ

た
り
の
１
日
平
均
利
用
者

数
）
は
、
廃
止
さ
れ
た
留

萌
線
を
大
幅
に
下
回
っ
て

い
た
。
Ｊ
Ｒ
東
と
比
べ
経

営
基
盤
が
格
段
に
弱
い
Ｊ

Ｒ
北
で
あ
れ
ば
、
被
災
を

待
た
ず
姿
を
消
し
て
い
た

に
違
い
な
い
。

　

そ
の
只
見
線
が
豪
雨
に

見
舞
わ
れ
寸
断
さ
れ
た
の

は
、
東
日
本
大
震
災
が
起

き
た
２
０
１
１
年
の
７
月
。

年
内
に
一
部
区
間
は
運
転

再
開
に
漕
ぎ
つ
け
た
も
の

の
、
被
害
が
甚
大
だ
っ
た

会
津
川
口
―
只
見
間
に
つ

い
て
は
、
復
旧
の
め
ど
が

立
た
な
い
ま
ま
時
間
だ
け

が
過
ぎ
て
い
っ
た
。
当
時
、

只
見
線
が
復
活
す
る
と
予

想
で
き
た
人
は
誰
も
い
な

か
っ
た
は
ず
だ
。

　

バ
ス
に
よ
る
代
替
輸
送

が
続
く
な
か
、
Ｊ
Ｒ
東
は

当
初
、
バ
ス
転
換
を
打
診

し
て
い
た
。
し
か
し
、
沿

線
住
民
の
鉄
路
に
対
す
る

思
い
は
強
く
、
そ
の
熱
意

は
Ｊ
Ｒ
と
福
島
県
を
動
か

す
こ
と
に
な
る
。
２
０
１

７（
平
成
29
）年
６
月
、「
上

下
分
離
方
式
」（
県
が
線

路
や
駅
舎
を
所
有
・
管
理

し
、
Ｊ
Ｒ
が
運
行
）
に
よ

る
存
続
が
決
定
し
た
の
だ
。

合
意
時
の
総
工
費
は
約
81

億
円
（
最
終
的
に
約
90
億

円
に
増
額
）。
国
、
沿
線

自
治
体
、
Ｊ
Ｒ
東
が
30
億

　

４
月
中
旬
の
平
日
、
会

津
若
松
駅
か
ら
13 

時
05

分
発
の
列
車
に
乗
車
し
た
。

２
両
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー

は
８
割
く
ら
い
の
乗
車
率

で
あ
っ
た
が
、
フ
ァ
ン
が

半
分
以
上
を
占
め
て
お
り
、

外
国
人
観
光
客
の
姿
も
み

ら
れ
た
。

　

全
線
を
結
ぶ
列
車
は
早

朝
、
昼
間
、
夕
方
の
各
１

本
（
３
往
復
）
し
か
な
い

た
め
、
明
る
い
う
ち
に
景

色
が
楽
し
め
る
こ
の
列
車

は
、
休
日
に
は
相
当
な
混

雑
に
な
る
と
い
う
。

円
ず
つ
拠
出
し
、
県
と
自

治
体
は
さ
ら
に
年
間
３
億

円
も
の
維
持
管
理
費
を
負

担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

廃
止
は
免
れ
た
も
の
の
、

前
途
多
難
の
再
出
発
と
い

え
る
。

住
民
の
熱
意
が
復
活

　
を

後
押
し

星
賢
孝
氏
の
発
信
が
話
題
に

　

赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
の
場
合
、
ひ
と
た
び
自
然
災
害
で

不
通
に
な
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
、
廃
線
を
免
れ

な
い
の
が
常
で
あ
る
。
実
際
、日
高
線（
鵡
川
―
様
似
間
、

21
年
４
月
廃
止
）
と
根
室
線
（
富
良
野
―
新
得
間
、
来

春
廃
止
）
は
バ
ス
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か
し
、

２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
に
被
災
し
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の

只
見
線
（
会
津
若
松
―
小
出
間
）
は
、
昨
年
10
月
、
奇

跡
の
復
活
を
実
現
。
こ
の
話
題
は
海
外
で
も
注
目
さ
れ
、

多
く
の
フ
ァ
ン
が
押
し
寄
せ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
な
条

件
で
あ
り
な
が
ら
、
な
ぜ
Ｊ
Ｒ
東
に
は
で
き
て
Ｊ
Ｒ
北

に
は
で
き
な
か
っ
た
の
か
―
―
。
現
地
を
訪
れ
、
そ
の

背
景
を
探
っ
て
み
た
。（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
・
内
海
達
志
）

▲被災前に運行されたＳＬ「会津只見号」

▲只見川を望む会津川口駅

特
集災害不通から11年

只見線「奇　跡の復活」
ＪＲ東

──ＪＲ東にできて　 ＪＲ北に
　　　できなかった　 背景を探る──
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